

































































































































































金華山で調査小屋に宿泊（2 泊 3 日）しての第１
回事前学習（往きはｽｸｰﾙﾊﾞｽを使用）
金華山で調査小屋に宿泊（2 泊 3 日）しての第２
回事前学習（翌25 日は観察会当日である）
表２．実施までに附属中学校で行ったこと
平成10 年 4 月 23 日
















































































　観察会の当日（10 月 25 日）は、秋晴れの好天に
恵まれた。強い風の吹くことの多い島だが、その日
は風も穏やかだった。船が金華山に到着後すぐに、
桟橋の広場で観察会用のパンフレットの配布や簡単
な今回のテーマの説明、ボランティアで参加してく
れた自然解説員の紹介などを行った。それらを終了
後、これまでのように参加した家族ごとを単位とし
たグループ分けではなく、まず大人グループと子ど
もグループに２分し、大人グループを健脚組とのん
びり組に、子どもグループをおよそ年齢別に３つの
グループに分けた。宮教大からのボランティア学生
に対しては、これまで何回も金華山自然観察会に参
加してきた高校生と中学生の兄弟が、学生たちの自
然解説員になってもらうという新しい発想での試み
を行った。
そして、すべてのグループが午後１時前後に相
次いで、あらかじめ決めておいた集合場所の二の御
殿に到着、そこの芝地で家族そろっての昼食を取っ
た。食事中は親と子がそれぞれに出会ったサルやシ
カのこと、咲いている花のこと、景色のことなどを
自慢しあっていた（図６)。
表５．実施までに行った主なこと
平成１０年９月５日
　　　　１０月１日
　　　　　　　２日
　　　　　　　５日
　　　　　　１７日
　　　　　　１８日
　　　　　　２０日
　　　　　　２２日
　　　　　　２３日
　　　　　　２５日
観察会のテーマ等に関する第１回検討会
（以後、７回、準備のための検討会を実施）
参加経験者へ案内状を郵送
河北新報社、石巻かほく社、NHK 仙台放送局、仙
台放送に後援と参加者募集の案内を依頼
宮教大ｷｬﾝﾊﾟｽ内にﾎﾟｽﾀｰ掲示、ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱの募集開始
参加希望申請の受付開始
参加希望申請の受付締切
参加者の保険手続き
観察会パンフレットの完成
鮎川金華山航路事務所に乗船及び割引手続き
金華山で調査小屋に宿泊(２泊３日)して事前調査
観察会当日
表６．実施概要
期日：平成１０年１０月２５日（日）
場所：宮城県牡鹿郡牡鹿町金華山
参加費：無料（ただし金華山までの船代を含む往復交通費は自己負担）
参加者：親子の参加者：３９名
　　　　宮教大生：５名
自然解説員：宮城のサル調査会、6 名（石川俊樹、小山陽子、佐々木朝海
　　　　　　　　　　　　　　　　　　清家香織、瀬尾淳一、千葉完）
　　　　　宮教大FW 合研、15 名(伊藤順子､牛坂路子､菊池絵里子､菊池知､
　　　　　　　　　　　　　　　倉田園子､佐々木一成､杉田大樹､鈴木久
　　　　　　　　　　　　　　　子､高橋祐子､武田聡子､千葉昭彦､田頭
　　　　　　　　　　　　　　　恵美,中村努､二郷明子､藤田裕子)
　　　　　宮教ボランテイア、７名
実施責任者：宮教大・環境研・教授　伊澤　紘生
７．観察会当日の参加者行動概略
 8:15
 8:30
 9:00
 9:10
 9:15
13:00
14:40
15:00
15:30
鮎川観光桟橋に集合、自然解説員によるガイダンス
金華山行き定期船乗船
金華山到着・桟橋の広場で自然解説員によるｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
グループ分け
自然観察会を開始
二の御殿に全員集合しての昼食
観察会を終了し、金華山観光桟橋に集合
自然解説員による観察会のまとめ（講話）
鮎川行き定期船に乗船
鮎川到着後、解散
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図５．親子の観察会で実施した観察コースの概略図
①は大人の健脚組、②は大人ののんびり組、③は子どもの高学年組
④は子どもの中学年組、⑤はボランテイア組、⑥は子どもの低学年組
昼食後は自然解説員が３つのコースを説明し、今度
は家族単位でグループに分かれて桟橋を目指した。
桟橋には３つのグループがいずれも２時半前後に帰
着、そのあと自然解説員が簡単なまとめを行い、観
察会は無事終了した。参加者全員は３時発の鮎川行
きの船で金華山をあとにした。
図６．予定通りに午後１時に、すべてのグループが
　　　二ノ御殿に集結した。
３．自然観察会のまとめ
　ところで、自然観察会の当日は、金華山の自然を
研究している者が、一方で自然解説員として参加者
を案内しながら、もう一方で、参加者への働きかけ
などを通して、彼らのさまざまな行動や反応をつぶ
さに観察するという側にも立っている。自然の中で
は臨機応変に対処しなければならないことが多々あ
るから、観察会ごとにテーマは設定するが、どのコ
ースをどのように案内するかは、かなりの程度自然
解説員の独創性にゆだねられている。したがって彼
ら個々人は、参加者を観察することで多くのことを
実際には学んでいる。そのように学んだことは、で
きるだけ公にし、議論していく必要があるだろう。
そのための場として「金華山 SNC 論集」を刊行し
ているが、第３号（図７）では、２章で概略を記し
たフレンドシップ観察会や親子の観察会について、
何人かの自然解説員がそれぞれオリジナルな視点か
ら、参加者を観察した結果とその検討を行っている。
　また、フレンドシップ観察会では、参加した附属
中学校生全員に、そのあとの夏休み期間中を利用し
て自由に観察会についての意見や感想を書いてもら
おうと、筆者らを差出人として依頼状を生徒たち全
員の自宅宛に郵送した。同時に、参加した宮教大１
年生全員にも、筆者から口頭で同様の依頼をした。
それら一つ一つはきわめて貴重なものであり、教え
られ、考えさせられることが沢山ある。現在それら
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を整理しているが、３月末日までには「金華山 SNC
論集」第４号に集録して刊行する予定でいる。
図７．「金華山ＳＮＣ論集」はこれまでに３号が刊行さ
　　　れている。
